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こんな親になりたい！

スマホ・ＳＮＳ活用上級者めざせ！

スマホを上手に使います
もちろん親もスマホを使います。

調べ物・連絡等、メリハリを付けて、
ダラダラ使いません。

生活習慣は乱しません
「早寝・早起き・朝ごはん」で生活
リズムを整えます。

趣味で自分を磨きます
自分の時間は、スマホやＳＮＳだけで終わ
るのはもったいない。ジョギング・自転車・
ヨガ・登山などアウトドアで健康づくりをし
ます。音楽・読書・絵画などで新しい自分・
新しい世界を発見します。

スマホを管理しています
初めて子どもにスマホを与えるときは、話し合ってルール作りをし
ます。フィルタリングもかけ、 ペアレンタルコントロールで、スマホ
の中身を管理します。子どもが何をしているか知っています。

ペアレンタルコントロールは、子どものスマホやタブレット、ゲー
ム機の利用状況を保護者が把握したり、安全管理を行ったりする
仕組みです。

コミュニケーションを重視します
食事中・外食中・会合ではスマホをいじり

ません。顔を見て会話を楽しみ、人と人との
コミュニケーションを大切にします。

大人がお手本に子どもと一緒に○○します
忙しいからといって子どもにスマホを預け、

スマホで子守をしません。
忙しい時こそ子どもと一緒に料理、掃除、洗濯
物干しなどの家事をします。子どもへ一言「あり
がとう」も忘れずに。子どもの自立にも役立ち、
一石二鳥です。

子どもにだけ要求しません
子どもが宿題や勉強をしているとき、隣でス

マホをいじりません。 読書などをして、子ども
に寄り添い見守ります。家のルールに沿って子
どもがスマホやＳＮＳを利用できない時間は親
も利用しません。

スマホに振り回されません
スマホのメリット・デメリットを正しく知っ
ています。フェイクニュースも見破れます。
子どもにも正しい知識をきちんと教えてあ
げられます。

「スマホ・ＳＮＳ活用上級者」
をめざして今すぐクリック！

※

※
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まずは
大人がお手本に
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ステージ１

「スマホを買って」
と子どもにせがまれ
ました。親としてど
う対応しますか？

Q1

次へ目次に戻る



① テスト等の結果次第のご褒美で
買ってあげる。

② なぜ必要なのかを話し合って
決める。

③ お金がないなどの理由を伝え、
買わない。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① テスト等の結果次第のご褒美で
買ってあげる。

② なぜ必要なのかを話し合って
決める。

③ お金がないなどの理由を伝え、
買わない。

Q1 「スマホを買って」と子どもに
せがまれました。親としてどう
対応しますか？

解説

② 「なぜ必要で、どんなときに

使いたいのか」など、目的や使
い方を親子で納得するまで話し
合うのがベストです。子どもに
親が納得するような理由を述べ
させてみてから決めるのも良い
と思います。ただ単に「ゲーム
をしたいから」などという理由
に対し、「ゲームだけなら大丈
夫かな」と安易に与えてしまう
のは避けましょう。通信ゲーム
による長時間使用など、後々の
生活習慣が乱れていくことも考
えられます。

① モノやご褒美でつるのは、今後
も「モノやご褒美を手に入れるた
めに頑張る」と思うようになって
しまいます。

ベスト

アンサーは②

次へ

目次に戻る

③ 親がお金がないと言うのなら、
祖父母に購入をせがんだり、自分
でお小遣いを貯めれば購入しても
良いという思考回路となったり、
「自分のお金で購入したんだから、
口出ししないで！」等、親が管理
できなくなってしまうこともあり
ます。



Q２ スマホのアプリをダウン
ロードして子どもに与えま
す。どんなアプリをダウン
ロードすれば良いでしょう
か。

ステージ１

次へ目次に戻る



① 子どもの使いたいアプリを試して
から、ダウンロードしてあげる。

② 親がアプリを選択してダウンロー
ドする。

③ 親も子も共有できるアプリをダウ
ンロードする。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



Q2 スマホのアプリをダウンロード
して子どもに与えます。どんな
アプリをダウンロードすれば良
いでしょうか。

① 子どもの使いたいアプリを試して
から、ダウンロードしてあげる。

② 親がアプリを選択してダウンロー
ドする。

③ 親も子も共有できるアプリをダウ
ンロードする。

解説

③ 親子で共用できるアプリは、親自

身も使い方や内容が分かり、安心でき
ます。音楽や、知能ゲーム、地図アプ
リなどは脳や五感を使ったり、方向感
覚や地図記号、地図の見方が分かった
りなど、実際の社会で使えるのがおす
すめです。散歩途中での不思議や感動
シーンを撮影し、帰宅して子どもと調
べたり、ファイリングしたりする撮影
アプリもおすすめです。子どもと共に
使い、視野を広げましょう。さらに、
ゲームやアプリには「○歳以上」とい
う年齢区分マーク（レーティング）が
表示されますので､ 「年齢に見合って
いるかどうか」を親が判断してあげま
しょう。

② 親が選んで与えた
アプリは、子どもに
とっては興味のない
ものになる場合もあ
ります。子どもと話
し合い有益なものを
上手に活用しましょ
う。

① 子どもにせがまれたアプリを、
無料お試しで内容を確認するのは
良いことです。しかし、無料お試
しではアプリの全貌を見ることは
できません。進めていくうちに課
金されることや、他のサイトのも
のも併用することが条件になるア
プリもあります。事前に親がしっ
かりと情報を集め、判断すること
が大切です。子どもがどんなアプ
リを使い、何をしているか親がし
っかりと把握しなければなりませ
ん。子ども任せはNGです。

ベスト

アンサーは③

次へ目次に戻る



Q３ 病院で、図書館で、公
共の場で子どもが泣いて
ぐずって大変です。
家事中に子どもが泣い

て大変です。こんなとき
どうしますか？

ステージ１

次へ目次に戻る



① 子どもを抱っこしたり、手をつない
だりしてスキンシップをとり、話を聞
く（話をする）。

② 子どもの好きなお菓子やおもちゃ、
絵本を常備しておく。

③ 静かにさせるために「YouTube」や
テレビ等を見せる。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



Q3 病院で、図書館で･･･公共の場
で子どもがぐずって泣いて大変で
す。家事中に子どもが泣いて大変
です。こんなときどうしますか？

① 子どもを抱っこしたり、手をつないだり
してスキンシップをとり、話を聞く（話を
する）。

② 子どもの好きなお菓子、おもちゃや絵本
を常備しておく。

③ 静かにさせるためにスマホで「YouTube」
やテレビ等を見せる。

解説

ベスト

アンサーは①

① メディアよりも何よりもおう

ちの人の温かい感触、言葉が子ど
もの安心感と満足感につながりま
す。また、十分な時間を取って話
したり聞いたりするも効果的です。
一緒に散歩する､ 遊ぶなど外に

連れ出して思いっきり体を動かし
てみるのもよいでしょう。

② 一見有効そうに
見えますが､お菓子
を食べ終わったり、
本を読み終わった
りすると再度ぐず
ったり泣き出した
りするなど、一時
的な手段に過ぎま
せん。

③ 幼児期からスマホ等の画面を長
時間注視すると、ブルーライトや
電磁波により目や脳に悪影響があ
ると医学的に報告されています。
子どもは静かになりますが、ぐず
ったり泣いたりすれば「YouTube」
やテレビが見られることを学習し
てしまい、繰り返すようになりま
す。

なぜ今泣くの？ 時間がないのに･･･。そう思っている親の気持ちが子どもに伝わり、子どもは逆に不
安になることがあります。思い切って子どものために時間を取って対応することが、子どもの満足につ
ながり、心の底から子どもを落ち着かせることになります。

次へ目次に戻る



Q４ 子どもが勝手に親の
スマホをいじり、不適
切動画を見ていました。
どう対処すれば良いで
しょうか。

ステージ１

次へ目次に戻る



① スマホのパスワード認証、指紋
認証、顔認証などで管理をする。

② 親のスマホにもフィルタリング
を設定しておく。

③ 取り上げる。使わせない。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

①もあり

次へ



Q4 子どもが勝手に親のスマホをいじり、
不適切動画を見ていました。どう対処
すれば良いでしょうか。

① スマホのパスワード認証、指紋認証、顔認証な
どで管理をする。

② 親のスマホにもフィルタリングを設定しておく。
③ 取り上げる。使わせない。

解説

ベスト

アンサーは②

② フィルタリングは、有害な情

報や間違いアクセスによるトラブ
ルから、子どもを守る機能です。
販売店で「子どもも使用する」こ
とを伝え、フィルタリングの設定
をしてもらいましょう。大人が使
用する際は、フィルタリングの設
定は、簡単にON,OFFすることがで
ができます。契約の切れた端末に
もフィルタリングをしてから子ど
もに与えましょう。通話機能はあ
りませんが、 Wi-Fi環境のあると
ころではネット利用ができます。

① 子どもが親のスマホを
借りて使っているときに、
親のパスワードを変更設
定してしまうことがあり
ます。親は普段、指紋や
顔で認証する方が速くて
便利なので、パワード認
証することが少なくなっ
てきています。パスワー
ドを変更されたことに気
づかないこともあります。
親は子どもが使用する場
合も想定してスマホの管
理の仕方を見直しましょ
う。

③ 取り上げたり、使わせなかっ
たりするのは子どもにとっては
逆効果です。家で使えないなら、
友達の家で使わせてもらう等の
行動に出ます。さらには友達の
スマホを貸してもらうことによ
りトラブルになることもありま
す。規制することより使い方に
ついて話し合いましょう。

次へ目次に戻る目次に戻る



Q５ 寝る前にスマホをリビン
グに置いておいたのに、子
どもが夜中に布団の中でス
マホでゲームをしていまし
た。親はどうすればよいで
しょうか。

ステージ１

次へ目次に戻る



① スマホを取り上げて叱る。

② 毎日親子で一緒に寝るようにする。

③ とりあえず就寝させ、翌日にスマホ利
用等についてのルールを再確認し合う。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

②もあり

次へ



Q5 寝る前にスマホをリビングに置いてお
いたのに、子どもが夜中に布団の中でス
マホでゲームをしていました。親はどう
すればよいでしょうか。

① スマホを取り上げて叱る。
② 毎日親子で一緒に寝るようにする。
③ とりあえず就寝させ、翌日にスマホ利用等
についてのルールを再確認し合う。

解説

ベスト

アンサーは③

③ 家庭で決めたルールを何度

も繰り返し再確認することが大
切です。子どもは忘れやすいの
で、ルールをリビングや子ども
部屋など、目に付くところに張
り出しておきましょう。また、
睡眠の重要性について話をして
あげるのも効果的です。

② 小さいうちには本の読
み聞かせなどをしながら
眠りにつくなどは、親の
温もりが感じられ心が安
定します。しかし、年齢
が上がるにつれて一緒に
寝る機会も減ってきます。
親が隣にいなくても、自
己管理ができるように生
活習慣を整えていくこと
も必要になってきます。

① スマホを取り上げて就寝させ
れば、いったん事態は収まりま
すが、その日限りの対応で長続
きしません。また、親がゲーム
機をしっかりと管理することも
重要です。子ども任せにしたり、
管理が甘くなったりしていない
か確認すると共に、親子でルー
ル作りをしましょう。

次へ目次に戻る



Q６ 「無料」とうたっているオン
ラインゲームで子どもが遊ん
でいる間に、アイテムが有料
であることに気付かず購入し
てしまったため、高額の料金
を請求されてしまいました。
こんな時どうしますか？

ステージ１

次へ目次に戻る



① 料金の支払いについて、消費生活セン
ターや 、アプリ運営会社に相談する。

② あきらめて、料金の支払いをする。

③ 未成年の契約なので、料金は支払わ
なくてもよい。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

②もあり

次へ



Q6 「無料」とうたっているオンラインゲー
ムで子どもが遊んでいる間に、アイテム
が有料であることに気付かず購入してし
まったため、高額の料金を請求されてし
まいました。こんな時どうしますか？

① 料金の支払いについて、消費生活センターや
アプリ運営会社に相談する。

② あきらめて、料金の支払いをする。
③ 未成年の契約なので、料金は支払わなくても
よい。

解説

① 高額請求があった場合は、すぐに消費生活セ

ンターやクレジット会社、アプリ運営会社に連絡
し、「未成年の子どもが勝手に課金した」ことを
伝え、支払いの取り消しを申し出ましょう。全額
返金、一部返金、返金されないなど様々なケース
があります。いずれにしても課金トラブルになら
ないための予防策が大切です。子どものスマホの
利用状況を把握するために、ペアレンタルコント
ロールを活用しましょう。例えば、子どもがスマ
ホでゲームをする場合、保護者のスマホで、子ど
もの日々のプレイ状況を確認したり、プレイする
時間の長さや時間帯の調整、課金の制限等を行っ
たりすることができます。子どもの使用状況に応
じて上手に活用しましょう。

③ 請求をそのままにしておくと
利息が付きどんどん料金が膨ら
んでしまいます。まずは①のよ
うに連絡・相談をしましょう。

② 子どもにはまず、「課金とは何か」というところから
話してみてはいかがでしょうか。ゲーム課金すべてが悪
いのではなく、課金したお金の出所が、親が働いて得た
お金の場合は、「それっていいのかな？」と子どもに質
問してみてください。子どもが親の承諾を得ず課金する
ことは、親のお金を勝手に使うことと一緒であることを
子どもに伝えて、今後の課金のルールについて親子で互
いに意見を出し合い、子どもも納得できるように決めて
いきましょう。その使い方がふさわしいか、話し合って
みましょう。

ベスト

アンサーは①

次へ目次に戻る



Q７ ある日先生から、「最近眠
そうにしている。外でもあま
り遊ばなくなり、給食や弁当
もあまり食べなくなった。」
と電話がありました。

こんなときどうしますか？

ステージ１

次へ目次に戻る



① 具合が悪いかもしれないので症状
を確認して病院に連れて行く。

② １日の行動を観察し、その原因を取り
除くように親子で話し合って考える。

③ ２、３日休ませて、体調を回復させる。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



Q7 ある日、先生から、「最近眠そう
にしている。外でもあまり遊ばなく
なり、給食や弁当もあまり食べなく
なった。」と電話が来ました。こん
なときどうしますか？

① 具合が悪いかもしれないので症状を
確認して病院に連れて行く。

② １日の行動を観察し、その原因を取り
除くように親子で話し合って考える。

③ 2、3日休ませて、体調を回復させる。

解説

ベスト

アンサーは②

風邪等の症状もない場合には②のように何が原因である

のか観察する必要があります。 １日の行動観察の中でスマ
ホやネット利用の時には元気であれば、スマホやネット依
存による影響が疑われます。ゲームを終わらせるタイミン
グが分からず長時間利用している場合は要注意です。生活
習慣の乱れや睡眠不足は、健康や学習に様々な影響が出て
きます。 少しずつでいいので、週に1回、2回、1日置きと、
早く寝て、翌朝“早起きトーク・運動”をするという生活
習慣の改善をしてみましょう。もちろん、子どもだけでは
できないので、親も一緒に行いましょう。いざというとき
に実力を発揮できなかったり体調を崩したりして後悔しな
いよう、自制する力を小さいうちから育てましょう。

①や③のように、念のため病気を疑
い、病院で診察してもらうことも必要
かもしれません。

次へ目次に戻る



Q８ 国立成育医療研究センターで
行った親子関係のアンケートで
は「家族といるのがあまり楽し
くない」「楽しくない」と回答
した子どもが70％でした。
その理由は？

ステージ１

次へ目次に戻る



① 休日にインターネットを長時間使う親の
割合が大きく、子どもと遊ばずに部屋に
引きこもっているから。

② 親は、携帯電話やスマホを使用しながら
私と話す。目を合わせて会話しないから。

③ 一緒に遊んでくれないし、怒ってば
かりいるから。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



Q8 国立成育医療研究センターで行った親子
関係のアンケートでは「家族といるのがあ
まり楽しくない」「楽しくない」と答えた
子どもが70％でした。その理由は？

① 休日にインターネットを長時間使う親の割合が
大きく、子どもと遊ばずに部屋に引きこもってい
るから。

② 親は携帯電話やスマートフォンを使用しながら
私と話す。目を合わせて会話しないから。

③ 一緒に遊んでくれないし、怒ってばかりいるか
ら。

解説

ベストアンサーは

すべてです

スマートフォン、タブレットはとても便利で画期的なツールです。アプリを
通じてたくさんのコンテンツにアクセスできるので、新しいことを学ぶ機会を
与えてくれます。しかし、一方では電車内や病院の待合室等でのスマホ使用率
は90％以上という調査結果もあり、依存症になる大人も多いと言われています。
幼い子どもを持つ親なら、子どもにスマートフォンなどの依存症になってほし
くないと思っていることでしょう。スマートフォンを長時間使用しすぎると身
体的影響だけでなく、学力が低下するという調査結果も出ています。
子どもに「スマホやゲームはダメ」と言う前に、親が自分自身を変えるよう

努力し、親として子どもの模範となる姿を子どもに見せ、改善していくことの
方が大切ではないでしょうか。子どもは親をよく見ています。親として成長す
るチャンスだと思い、「共育」を実践してみましょう。

次へ目次に戻る



何問正解できましたか？
今後もスマホ・SNS活用上級者を目指しましょう

続けて

ステージ２
(小学校中・高学年のお子さんを
もつ保護者対象）

ステージ３

（中学生） に挑戦する

今回の検定問題の

解説を見る

トップページに戻る

検索

検索

検索

次へ



【参考著作物】

・内閣府・１９年度青少年ネット利用環境調査（内閣府）
・内閣府「スマホ時代の子育て」悩める保護者のためのQ＆A
（内閣府・内閣官房・警察庁・消費者庁・総務省・法務省・文部科学省・厚生労働省・経済産業省）

・インターネットトラブル事例集（総務省）
・未就学児の情報機器利用保護者向けセルフチェックリスト（子どもたちのインターネット利用を考える研究会）
・１０歳頃までのお子様へのネット利用対策（安心ネットづくり促進協議会）
・スマホのある次代の子育てを考える（NPO法人e-LUNCH）
・ジュニアスマホ検定（静岡大学×カスペルスキー×NPO法人イーランチ）
・全国統一スマホデビュー検定（Y! mobile）
・未成年者の携帯電話・スマートフォン利用実態調査（情報セキュリティーメーカー デジタルアーツ社）
・スマートフォン用無料アプリNintendoみまもりSwitch（任天堂株式会社）

【作成】
・福島県教育庁会津教育事務所総務社会教育課
・地域家庭教育推進会津ブロック会議
・イラスト by かんけみなみ

当サイト「会津版 スマホ・ＳＮＳ検定」に掲載のイラスト画像の無断転載・無断使用を固く禁じます。

トップページに戻る



ステージ２

「みんな持っているか
らスマホを買って」と
子どもにせがまれまし
た。親としてどう対応
しますか。

Q1

次へ目次に戻る



①

②

③

自分でお金を貯めて買いなさい
と言う。

あと２、３年したら与えるなど、
時期を明示して納得させる。

なぜ必要なのか、何がしたいの
か話し合う。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① 自分でお金を貯めて買いなさいと言う。
② あと２、３年したら与えるなど、時期
を明示して納得させる。

③ なぜ必要なのか、何がしたいのか話し
合う。

Q1 「みんな持っているからスマホを
買って」と子どもにせがまれまし
た。親としてどう対応しますか。

解説

③ 「なぜ必要で、どんなときに

使い、何がしたいのか」など、
目的や使い方を親子で納得する
まで話し合うのがベストです。
子どもに親が納得するような理
由をプレゼン（発表）させてみ
てから決めるのも良いと思いま
す。ただ単に「LINEを使いたい
から」などという理由に対し、
「LINEは無料だし大丈夫だろう」
と安易に与えてしまうのは避け
ましょう。LINEアプリの正しい
使い方を知らなければ、後々ト
ラブルになることは目に見えて
います。

① 親に負担をかけずに自分で
お小遣いを貯めれば本体を購
入しても良いと思ってしまい
ます。契約や月々の使用料を
払うのは親であることも教え
るべきでしょう。「自分のお
金で購入したんだから、口出
ししないで！」と管理が難し
くなるケースもあります。

② 「与える時期が早いだけ」と
子どもが認識してしまいがちで
すが、与える時期が来るまでの
間、スマホの使い方や危険性、
ルール作りを行い、親子で十分
に学習しておきましょう。

ベスト

アンサーは③

スマホ等は子どもだけでは
契約できません。与えるのは
親です！与えた責任が親に
ものしかかってきます。

次へ目次に戻る



ステージ２

親の知らないところで
オンラインゲームをして
いるようです。部屋に引
きこもってばかりいて心
配です。親としてどう対
応しますか。

Q２

次へ目次に戻る



① 親子で決めたルールについて
再確認する。

② 取り上げてゲームやスマホを
やめさせる。

③ 一定の使用時間で電源OFFと
なる設定をする。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① 親子で決めたルールについて再確認する。
② 取り上げてゲームやスマホをやめさせる。
③ 一定の使用時間で電源OFFとなる設定を
する。

Q２ 親の知らないところでオンライン
ゲームをしているようです。部屋に
引きこもってばかりいて心配です。
親としてどう対応しますか。

解説

① スマホを与えると決めたのなら、

親子できっちりとルール作りをし
ましょう。うやむやにしたり、ち
ょっとだけならなどと甘い管理を
するのはやめましょう。子どもは
「この前は良かったのに」などと、
親の対応の曖昧さを指摘しようと
します。親も毅然とした態度が必
要です。

② 取り上げたり、使わせなかったりするのは子どもに
とっては逆効果です。スマホを探し回ったり、親のス
マホをバレないように使ったりと、悪知恵を働かせる
ようになります。また、友達に借りることによってト
ラブルも生じます。規制することにより子どもの不満
やイライラは強くなります。きちんと納得するまで、
何が悪いのか、どうすれば良かったのか等、具体的に
話し合いましょう。

③ 一見有効に見えますが、子どもは大人が思っている以上に、
スマホを使いこなします。 簡単に電源OFF機能を解除してし
まいます。通信機器を使いこなす方法について子どもが情報
交換し合い、その技術を身に付けています。そのスピードと
技術は親がびっくりするくらいです。一時的な解決策である
ことを理解しておきましょう。※ペアレンタルコントロール
するのも一つの良い方法です。
※ ペアレンタルコントロールは、子どものスマホやタブレット、ゲーム機の利用
状況を保護者が把握したり、安全管理を行ったりする 仕組みです。

ベスト

アンサーは①

次へ

目次に戻る



ステージ２

子どもがスマホを使用す
る際に、有害なサイトへの
アクセスをブロックしてく
れる「フィルタリング」に
ついて、正しく説明してい
るものを選びましょう。

Q３

次へ目次に戻る



① フィルタリングをかけると全てのサ
イトが見られなくなる。

② フィルタリングの設定や解除は購入店で
も親でもできるが、購入時限りである。

③ フリーのWi-Fiを使うとフィルタリング

が機能しない。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① フィルタリングをかけると全てのサイトが
見られなくなる。

② フィルタリングの設定や解除は購入店でも
親でもできるが、購入時限りである。

③ フリーのWi-Fiを使うとフィルタリングが
機能しない。

Q３ 子どもがスマホを使用する際に、有害
なサイトへのアクセスをブロックしてく
れる「フィルタリング」について、正し
く説明しているものを選びましょう。

解説

③ フリーのWi-Fiは、せっかくのフィル

タリングの機能が使えなくなってしまい
ます。子どもたちはその情報を知ってい
ます。ファーストフード店やコンビニに
群がっているのはフィルタリング機能を
外すためです。フリーWi-Fiは、たくさ
んの人が利用しているため、自分の情報
が盗まれることがあることを子どもに教
えましょう。

① フィルタリングには年齢段階などに合わせたいくつ
かの種類があり、一部のサイトだけを使えるようにす
る「カスタマイズ」ができる機能もあります。上手に
フィルタリングをかけることで、子どもに安心な情報
を提供できます。また、フィルタリングをしたスマホ
は保護者が簡単にON・OFFできるので、保護者のスマホ
にも設定しておいた方がよいでしょう。フィルタリン
グの解約は保護者の同意が必要です。

② 保護者が不要と申し出た場合を除き、「青少年イン
ターネット環境整備法」という法律で、18歳未満の青
少年が使う携帯電話サービスには原則として購入店で
フィルタリングを付けなければならないことになって
います。なお、フィルタリングは何度でも設定・解除
できます。

ベスト

アンサーは③

次へ目次に戻る



ステージ２

Q４ 自分の子どもが「ネットいじ
め」の被害に遭っていることを
知りました。ネット上での悪口
の書き込みや、仲間はずれなど
があるようです。親としてどう
対応しますか？

次へ目次に戻る



① 悪口が書かれた掲示板やアプリを削除する。

② 学校に相談し、相手の家庭に連絡して指導・謝
罪してもらう。ネット利用について学校で指導を
してもらう。

③ 書き込まれた証拠をスクリーンショットで撮影
して残し、掲示板やアプリの管理者に連絡して削

除してもらう。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① 悪口がかかれた掲示板やアプリを削除する。
② 学校に相談し、相手の家庭に連絡して指導・
謝罪してもらう。ネット利用について学校で
指導をしてもらう。

③ 書き込まれた証拠をスクリーンショットで
撮影して残し、掲示板やアプリの管理者に
連絡して削除してもらう。

Q4 自分の子どもが「ネットいじめ」の被害
に遭っていることを知りました。ネット上で
の悪口の書き込みや、仲間はずれなどがある
ようです。親としてどう対応しますか？

解説

③ 2013年に制定された「いじめ防止対

策推進法」では、学校等でいじめ対策
を行うことを義務づけています。いじ
めにはネットいじめも含まれています。
ネットいじめに遭った場合は、証拠を
残すためにスクリーンショットを撮っ
ておくことが大切です。量が多い場合
は、その画面をスクロールしていると
ころの動画を撮っておきましょう。
また、管理元に書き込みの削除を求

めた場合はその日付けで削除されます
が、以前に拡散されてしまっている場
合の削除は難しいです。

① 子どものスマホの掲示板やアプリを削除した
だけでは問題の解決になりません。一度アップ
された言葉や画像は世界中に拡散されると言っ
ても過言ではありません。最小限の拡散で食い
止めるには管理元に連絡し、書き込みを削除し
てもらうことが必要です。

② 明らかないじめであることとして対応しても
らうことは大切です。しかし、学校任せにする
のではなく家庭でスマホの使い方やモラルにつ
いてしっかり話し合いましょう。また、いじめ
に遭ったお子さんに寄り添いながら心のケアに
努めることも大切です。

ベスト

アンサーは③

次へ目次に戻る



ステージ２

Q５ スポ少や習い事、PTAの委員

等で親同士のトラブルが多発
（SNSに勝手に写真をアップ
した、LINE外しがある等）し
ています。どう対処しますか。

次へ目次に戻る



① ネットモラルについて学習する。やってはいけ
ないルール等を親同士でしっかり話し合う。

③ アップされた写真は削除する。

② グループから退出する。関わらないように
して静観する。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① ネットモラルについて学習する。やっては
いけないルール等を親同士でしっかり話し合
う。

② グループから退出する。関わらないように
して静観する。

③ アップされた写真は削除する。

Q5 スポ少や習い事、PTAの委員等で親同士

のトラブルが多発（SNSに勝手に写真をアッ
プした、LINE外しがある等）しています。

どう対処しますか？

解説

① 子どものスマホ問題の前に、親自身がス

マホやSNSのモラルについて学びましょう。
便利なアプリ等に目が行きがちですが、一
つの行動が法に触れることもあります。
また、スポ少やグループ等で、スマホや

SNSを利用する際に、やってはいけないこと
等についてしっかりと話し合い、ルール化し
ておくことも大切です。

② 退出することによってその状況からは逃
れることができます。しかし、人と人との
つながりまで断つことのないように、顔を
合わせて話す、伝える等のコミュニケーシ
ョンをとることが大切です。

③ 子どもの写真は悪用されやすい
ことをしっかりと親同士で共通理
解を図りましょう。画像を合成さ
れて、フェイク画像を作り上げら
れることもあります。アップした
サイトの管理元に削除を依頼しま
しょう。親の「楽しかった。かわ
いい。」などという理由で安易に
子どもたちの画像をアップするこ
とは犯罪につながるリスクがある
ことを理解しておきましょう。勝
手に他人の顔写真等をネットに公
開することは肖像権の侵害となり
ます。

ベスト

アンサーは①

次へ目次に戻る



ステージ２

Q６ 子どもが、ネットで検索した嘘
（フェイクニュース）情報をそのま
ま信じてしまいます。そのために親
の言うこともなかなか聞かなくなっ
てきました。ネット情報にだまされ
そうで心配です。子どもにどんな対
応をすればよいか正しいものを選び
ましょう。

次へ目次に戻る



③ ネット情報だけでなく、新聞やニュース等
のＳＮＳ以外の情報と照らし合わせることを

教える。

① 情報を提供してくれた人が正直な人か
どうかを調べることを教える。

② 初めに発信した発信元を見極めるよう
にすることを教える。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

②もあり

次へ



① 情報を提供してくれた人が正直な人かどう
かを調べることを教える。

② 初めに発信した発信元を見極めるようにす
ることを教える。

③ ネット情報だけでなく、新聞やニュース等
のＳＮＳ以外の情報と照らし合わせることを
教える。

Q6 子どもが、ネットで検索した嘘（フェイク
ニュース）情報をそのまま信じてしまいます。
そのために親の言うこともなかなか聞かなく
なってきました。ネット情報にだまされそう
で心配です。子どもにどんな対応をすればよ
いか正しいものを選びましょう。

解説

③ 虚偽のニュースがSNSで流され「大変だ！ みんなに

教えなくちゃ！」と思ったときほど落ち着いて周りの
大人に確認や相談するようにアドバイスをしましょう。
また、その情報が正しいのかどうか新聞やＴＶで照ら
し合わせてみるように助言することも大切です。落ち
着いて情報の真偽を確かめる態度を育てることが情報
も信頼性も見極める力を育てることにつながります。

② フェイクニュースには、誹謗・中傷、相手をおとし

めることを目的とした投稿を含むことがあります。子
どもはすぐにフェイクニュースを信じてしまう傾向に
あります。最初の発信元以外の人は、その情報に感情
等の尾ひれを付けて発信することが多いので信頼性が
あまりないことを教えましょう。

① 正直かどうかを調べる術がありません。
外見で判断することや思い込みだけの判断
はやめさせましょう。

ベスト

アンサーは③・②

※ 災害時にはフェイクニュースが流れることによって
人々はパニック状態に陥り、救助活動に支障をきたし
ます。このように、フェイクニュースの拡散は多くの人
に思わぬ悪影響を与えることにつながる恐れがあるこ
とを確認しましょう。

次へ目次に戻る



ステージ２

Q７ 親に内緒で、祖父母のスマホを
使って課金していたり、ゲームア
プリ内のコインが実際の課金とは
知らずに購入していたりした。
翌月にはゲーム会社から18万円

の請求がきました。このとき、親
の取るべき行動は？

次へ目次に戻る



③ 消費生活センターに相談し、料金の支
払いについて調べ、子どもと話し合う。

① あきらめて料金の支払いをする。

② 未成年の契約なのでクーリングオフ制
度を使って手続きする。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① あきらめて料金の支払いをする。
② 未成年の契約なのでクーリングオフ制度を
使って手続きする。

③ 消費生活センターに相談し、料金の支払い
について調べ、子どもと話し合う。

Q７ 親に内緒で祖父母のスマホを使って課金
していたり、ゲームアプリ内のコインが実
際の課金とは知らずに購入していたりした。
翌月にはゲーム会社から18万円の請求が

きました。このとき、親の取るべき行動は？

解説

③ すぐに、消費生活センターに料金支払いの

対応方法について相談しましょう。またゲー
ム会社には「未成年の子どもが勝手に課金し
た」ことを伝え、支払いの取り消しを求めま
しょう。支払いの取り消しが認められること
もありますが、全額、半額、一部返金などの
様々なケースがあります。また、解決に3ヶ
月以上の時間を要したケースもあります。

① 料金を支払うことは家庭の判断ですが、
その後の子どものスマホの使い方につい
て、よく話し合いをすることが大切です。
同じ過ちを繰り返さないようにさせまし
ょう。

ベスト

アンサーは③

※ 親のクレジット情報がスマホ内に残っているときに、課金トラブル
の被害が多いようです。初めのうちは100円、200 円と少額だった
のに、金銭感覚が麻痺し、数日もたたないうちに1000 円、2000 円
単位の購入になり、最終的には、9800 円のゲームアイテムを平気
で購入していたという事例がありました。パスワードは親に関係し
そうな番号を入れたらヒットしたそうです。

② ゲームの課金についてはクーリングオフ
制度は使用できません。いずれにしても、
消費生活センターやゲーム会社、クレジッ
ト会社に問い合わせましょう。

次へ

目次に戻る



ステージ２

Q８ スマホを持たせてから明らかに
健康に影響が出はじめました。外
遊びがなく肥満傾向、視力低下、
偏頭痛等を訴える子どもが増えて
います。健康的な生活を送るため
にどうすればよいか、正しいもの
を選びましょう。

次へ目次に戻る



① 親子で一緒に遊ぶなど、体を動かす時間を
意識して設け、触れ合う。

② スマホを取り上げて使用を中止し、さらに
お小遣いを減らす。

③ 気が済むまで親子一緒にゲームで盛り上が
り思う存分やらせ、満足感を与えて気力をア
ップさせる。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① 親子で一緒に遊ぶなど、体を動かす時間を
意識して設け、触れ合う。

② スマホを取り上げて使用を中止し、さらに
お小遣いを減らす。

③ 気が済むまで親子一緒にゲームで盛り上が
り思う存分やらせて、満足感を与えて気力を
アップさせる。

Q8 スマホを持たせてから明らかに健康に影響
が出はじめました。外遊びがなく肥満傾向、
視力低下、偏頭痛等を訴える子どもが増えて
います。健康的な生活を送るためにどうすれ
ばよいか、正しいものを選びましょう。

解説

① スマホやネット利用により、子ども

の成人病が増えていることがベネッセ
の調査により明らかになっています。
ネットやスマホを使用することは視野
が広がる等良い面もあります。しかし、
小学生の段階では視野を広げるための
使い方ではなく、自分の興味・関心や
ゲーム等だけに使用する傾向にありま
す。親がスマホの有効活用を教えるだ
けでなく、子どもと一緒に○○する、
誘うといった働きかけが大切です。ネ
ット以外に素晴らしい世界があること
を体感させましょう。

② 規制することは逆効果の場合もあります。保護者の
関わり方が大切です。親もスマホを使わない。一緒に
いるときは一緒にできることをするなど、まずは親自
身の意識を変えましょう。

ベスト

アンサーは①

③ 気が済むまでゲームをやらせた後は、子どもの行動
は二極化します。「もう飽きた」といって遠ざかるか、
「もっともっとやりたい」とのめり込むかです。飽き
てもまた、時間が経てば元通りになるかもしれません。
ベストな解決策とは言えません。

次へ

目次に戻る



ステージ２

Q９ SNSで知り合った友達と、オン
ラインゲームをしたり、会話をし
たりしていました。数日後、親に
こそこそしながら会話やメールを
しています。「会う」「プリペイ
ドカード」などの言葉が聞こえま
した。子どもにどう対応しまか？

次へ目次に戻る



③ 今の状況を把握し、何が問題になって
いるのかを親子で話し合う。

① スマホの使用を禁止する。

② スマホを取り上げ、メール等の内容を
確認し、親が返信して対応する。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① スマホの使用を禁止する。
② スマホを取り上げ、メール等の内容を
確認し、親が返信して対応する。

③ 今の状況を把握し、何が問題になって
いるのかを親子で話し合う。

Q９ SNSで知り合った友達と、オンライン
ゲームをしたり、会話をしたりしていま
した。数日後、親にこそこそしながら会
話やメールをしています。「会う」「プ
リペイドカード」などの言葉が聞こえま
した。子どもにどう対応しますか？

解説

SNSで多くの人と容易につながることができ
るようになりました。共通の趣味を持った人や
新しい友人を見つけやすい時代になった反面、
トラブルが多く起きています。トラブルになる
前の対策が一番大事ですが、万が一トラブルに

なっているようなら、③のように今の状況を
確認します。そして、SNSで知り合った人は顔
が見えない相手なので、いくらでも嘘の情報が
流せる、人をだませることをしっかり理解させ
ることが大切です。また、SNSトラブルの事例
（なりすまし詐欺、プリベイトカード詐欺、出
会い系の詐欺、誘拐、監禁等）も挙げて説明し
ましょう。

① 一時的にトラブルは回避されて
も、何が悪かったのか、原因は何
だったのかをしっかり子どもに理
解させなければまた同じ過ちを繰
り返すことになります。

ベスト

アンサーは③

② 子どもが恐喝まがいの被害に遭っている
場合は、親が対処するよりも警察に相談し
た方がよいケースもあります。トラブルが
深刻化する前に親が子どもの変化に気づき、
初期の段階で対応していくことが大切です。

次へ目次に戻る



ステージ２

Q１０ 小さい頃に親子で決め
たスマホ・SNSのルール
を守らなくなってきまし
た。どうすればよいで
しょうか。

次へ目次に戻る



① ルールを破ったときの厳罰化を付
け加えて守らせる。

② ルールを再確認して、目立つとこ
ろに掲示しておく。

③ 親子で話し合い、年齢に合わせて
ルールを見直し、修正していく。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① ルールを破ったときの厳罰化を付け加え
て守らせる。

② ルールを再確認して、目立つところに掲
示しておく。

③ 親子で話し合い、年齢に合わせてルール
を見直し、修正していく。

Q10 小さい頃に親子で決めたスマホ・SNSの
ルールを守らなくなってきました。どうす
ればよいでしょうか。

解説

③ 親子で話し合ったルールも、年齢が上

がるにつれて内容を見直していく必要が
生じてきます。中学生になると、学校の
課題で調べものをする都合上、使用時間
が延びることもあります。スマホやPCの
オンラインで課題の提出がある場合もあ
ります。それは仕方がないことです。
親子で発達段階に合わせたルールを定

期的に見直し、修正していくことがベス
トです。

① ルールを破ったときは、罰を与えるのではなく、なぜ
そうなってしまったのか、そして、それは今後どうした
ら改善できるのかを話し合う方がベストです。子ども
にとって、よりよい行動をするための具体的なヒントと
なります。

ベスト

アンサーは③

② 旧ルールでなく、修正後の新ルールを掲示しましょう。

次へ

目次に戻る



何問正解できましたか？
今後もスマホ・SNS活用上級者を目指しましょう

続けて

ステージ１
(幼・保・こども園、小学校低学年
のお子さんをもつ保護者対象）

ステージ３

（中学生） に挑戦する

今回の検定問題の

解説を見る

トップページに戻る

検索

検索

検索

次へ



ステージ３

「入学祝にスマホを
買って」と子どもに
せがまれました。親
としてどう対応しま
すか？

Q1

次へ目次に戻る



① 時代と共にスマホは必要になるので購入する
が、ルールと罰を決め、例外はないことを話し
合う。

② 「なぜ必要なのか、何に使うのか」等、しっか
りと話し合う。話し合った結果、目的や理由が
明確でない場合は購入しない。購入する場合は
ルールを一緒に話し合う。

③ テスト、大会等で結果を出したら買うことを
約束する。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① 時代と共にスマホは必要になるので、購入するが、
ルールと罰を決め、例外はないことを話し合う。

② 「なぜ必要なのか、何に使うのか」等、しっかり
と話し合う。話し合った結果、目的や理由が明確で
ない場合は購入しない。購入する場合はルールを一
緒に話し合う。

③ テスト、大会等で結果を出したら買うことを約束
する。

Q1「入学祝にスマホを買って」
と子どもにせがまれました。
親としてどう対応しますか？

解説

② 「なぜ必要で、どんなときに使いたい

のか」など、目的や使い方を親子で納得
するまで話し合うのがベストです。子ど
もに親が納得するような理由を明確に説
明することを求めても良いでしょう。

① 社会の急速な変化にスマホは必要に
なってきます。しかし、ネットモラル
についてしっかりと理解していない場
合は預けるべきではありません。ルー
ルや罰を決めても子どもは簡単にすり
抜けます。また、厳罰化も子どもにと
っては不満やストレスとなります。
しっかり親子で話し合いましょう。

③ 良い解決策とはいえません。最近は、子
どもへの「ご褒美」にスマホを与えたり、
スマホの使用時間等を増やすいわゆる「プ
レゼント保護者」が増加しています。もし
かしたら、親自身が子どもにプレゼントを
することで、「良い親」を演じ、自分は良
い親だと思い込んでいるのかもしれません。

ベスト

アンサーは②

次へ

目次に戻る



ステージ３

子どもが「スマホを
なくした」と言ってき
ました。心当たりの場
所を探しても見つかり
ません。どうしたらよ
いでしょうか？

Q２

次へ目次に戻る



① とりあえず、携帯音を鳴らして近くに
ないか探してみる。

② 警察に紛失届を出して、携帯電話会社
へ連絡する。

③ GPS機能を使って位置検索する。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

・

次へ



① とりあえず、携帯音を鳴らして近くにないか探して
みる。

② 警察に紛失届を出して、携帯電話会社へ連絡する。
③ GPS機能を使って位置検索する。

Q2 子どもが「スマホをなくした」
と言ってきました。心当たりの場
所を探しても見つかりません。ど
うしたらよいでしょうか？

解説

② 速やかに警察に届出をし、不正利

用されないように携帯電話会社へ連
絡しましょう。すぐにスマホの全機
能をストップしてくれます。携帯電
話会社は24時間で対応してくれます。

③ 子どもも大人も、スマホはGPS機

能で検索するサービスに加入してお
き、紛失等に備えておくことも一つ
の良い方法です。

① スマホを鳴らしただけで、画面
に電話番号が通知されます。画面
の壁紙が友達と撮影した写真だっ
た場合は個人情報等が拡散してし
まう恐れがあります。自分のスマ
ホに電話をすることで気づいた人
が拾ってくれるかもしれません。
悪意のある人が拾った場合、個人
情報を悪用したり、携帯内に登録
してあるカード情報を盗んだりす
るかもしれません。個人情報の流
出につながる安易な行為は絶対に
NGです。

ベスト

アンサーは②・③

次へ目次に戻る



ステージ３

自転車に乗りながらの
「ながらスマホ」をして
しまい、うっかり人や物
にぶつかってしまいまし
た。親はどんな責任を負
うでしょうか？

Q３

次へ目次に戻る



① 自転車で車道を通っていたし、スピード
も出していないし、わざとではないので謝
れば大丈夫。

② 中学生なので親の責任となる。

③ 本人も親にも責任があり、治療費や損害
賠償請求があったり、罪に問われたりする。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① 自転車で車道を通っていたし、スピードも出し
ていないし、わざとではないので謝れば大丈夫。

② 中学生なので親の責任となる。
③ 本人も親にも責任があり、治療費や損害賠償請
求があったり、罪に問われたりする。

Q3 自転車に乗りながら「ながら
スマホ」をしてしまい、うっか
り人や物にぶつかってしまいま
した。親はどんな責任を負うで
しょうか？

解説

③ 民事事件として治療費や損害賠償を求

められ、けがの内容等に応じて数万円～
数十万円の請求があるのが通常です。し
かし、相手を死亡させた場合については、
数千万円から１億円を超える判決例もあ
ります。また、刑事事件として過失致死
傷等の責任を負う可能性があります。日
頃から公の場でのスマホの使い方につい
て、子どもにも例を挙げながら話し、事
故防止に努めましょう。

① 自転車の「ながらスマホ」等が厳罰化されまし
た。また、相手にけがをさせた場合や物損被害を
出してしまった場合は、罪に問われたり、損害賠
償を求められたりする場合があります。

ベスト

アンサーは③

② 民法の損害賠償では、未成年であれ
ば子どもは責任を取れないため、親の
監督責任となります。また、刑法では
14歳 以上であれば、過失傷害罪等に
問われる場合があります。
さらに、道路交通法では、自転車の

「ながらスマホ」は５万円以下の罰金
が課せられることがあります。

次へ目次に戻る



ステージ３
生活リズムが乱れるほど深夜ま

での友達へのメール、LINEのやり
とりが際限なく続いています。し
かも、なかなか抜け出せないらし
く、昼夜逆転気味です。子どもの
生活を通常に戻すために親として
どうしますか？

Q４

次へ目次に戻る



① まず、スマホのルールを確認する。ルール
がなければ話し合ってルール作りをする。

② いつ何時でも相手のことを考えずにメール等を
する友達は、お互いに本当の友達として良いのか
考えさせる。

③ スマホの長時間使用は明らかに学力低下につな
がるといった調査結果があるので、その資料を見
せながら話し合う。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

すべて
次へ



① まずは、スマホのルールを確認する。ルールがな
ければ話し合ってルール作りをする。

② いつ何時でも相手のことを考えずにメール等をす
る友達は、お互いに本当の友達として良いのか考え
させる。

③ スマホの長時間使用は明らかに学力低下につなが
るといった調査結果があるので、その資料を見せな
がら話し合う。

Q4 生活リズムが乱れるほど深夜までの
友達へのメール、LINEのやりとりが際
限なく続いています。しかも、なかな
か抜け出せないらしく、昼夜逆転気味
です。子どもの生活を通常に戻すため
に親としてどうしますか？

解説

そもそもスマホを子どもに与えたのは親です。生活の乱れ、学習を
しなくなる恐れ、スマホ依存、健康被害等のリスクを考え、それを回
避できると考え、判断した上で与えたと思います。しかし、現実は親
がスマホを与えっぱなしで、管理もせずに事が重大になってから慌て
るというケースが少なくありません。事が大きくならないように対策
をすることが大切です。そのために、子どもと一緒にルールを作り、
必要に応じて話し合いや修正を重ね、ルールを見直すことが大切です。
また、「その時間を使ったら他にどんなことができるだろう？」と投
げかけてみましょう。そして、一緒に考えましょう。例えば、「1日の
中でLINEのやりとりを30分止めれば、1ヶ月では15時間にもなります。

15時間あったらゲームやスマホ以外で何ができるかな」と具体的な数
字を示しながら話し合うことがとても効果的です。

ベスト

アンサーはすべて

次へ目次に戻る



ステージ３

子どもが実際には会っ
たことがないＳＮＳ上の
女の子の友達がいるよう
です。子どもに伝えるこ
ととして当てはまるもの
を選びましょう。

Q５

次へ目次に戻る



① 相手は女の子と言うけれど、本当に女の子かどうかは
分からない。なりすましている可能性もある。今までの
やりとりの中で、暴力的な発言や下品な発言があったの
なら、今後の連絡を止め、親に伝えること。

② 親の同意なくＳＮＳで知り合った友達に会いに
行ってはいけない。

③ ハンドルネームでやりとりをし、自分の名前は
もちろん、住んでいる地域や年齢など、個人情報
の特定につながることは教えない。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

すべて
次へ



① 相手は女の子と言うけれど、本当に女の子かどうかは分
からない。なりすましている可能性もある。今までのやり
とりの中で、暴力的な発言や下品な発言があったのなら、
今後の連絡を止め、親に伝えること。

② 親の同意なくＳＮＳで知り合った友達に会いに行っては
いけない。

③ ハンドルネームでやりとりをし、自分の名前はもちろん、
住んでいる地域や年齢など、個人情報の特定につながるこ
とは教えない。

Q5 子どもが実際には会ったこ
とがないＳＮＳ上の女の子の
友達がいるようです。子ども
に伝えることとして当てはま
るものを選びましょう。

解説

この事例では、親が子どもにスマホを預けたままにし、使用アプリやその内
容をチェックしていなかったために、危険な状態になっている事が分かります。
被害者とならないために、様々なリスクを想定し、正しい判断ができるように
何度も繰り返し事例を挙げながら子どもと話し合いましょう。
「未成年者の携帯電話・スマートフォン利用実態調査2019年」（情報セキュ

リティーメーカー デジタルアーツ社 ）の3～18歳未満の子どもを対象にした
結果によると、SNSの利用率は全体で89.9％であり、最も高いのは中学女子で
97.1％です。ネット上の友達がいるとの回答は40.1％で年々ポイントが上昇し
ています。その中で、「ネット上で話すうちに信用できると感じた」と答える
中学生が最も高く73.0％です。被害者となってしまう中学生のネット上の事件
は、「個人情報の漏洩」が43.5％で最も多く、その結果ストーカーされた事例
もあります。他にアカウントを乗っ取られる、自分や友達の写真や動画を投稿
される、写真を送らせられる、脅迫される、拉致、乱暴等も報告されています。

ベスト

アンサーはすべて

次へ

目次に戻る



ステージ３
子どもがスマホ、ゲームばかり

で会話がおろそかになり、対話が
できません。会話をしてもスマホ
画面を見ていて目も合わせず、単
語でしか話しません。スマホを手
放さず、親との会話は０（ゼロ）
に等しいです。どう接すればいい
のでしょうか？

Q６

次へ目次に戻る



① もうこの年代になると手遅れなのであきら
める。きっと思春期が終わったら対話するよ
うになるだろうから今はそっとしておく。

② ルール作りをしたにもかかわらず平気でルール
を破っているので、スマホを取り上げる。

③「楽しいことをしよう、他のこともたまにはやっ
てみよう」と声をかけて誘ったり、新しい世界に

飛び込ませたりと視野を広げさせる。

次へ目次に戻る
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ベストアンサーは

次へ



① もうこの年代になると手遅れなのであきらめる。
きっと思春期が終わったら対話できるようになる
だろうから今はそっとしておく。

② ルール作りをしたにもかかわらず平気でルール
を破っているので、スマホを取り上げる。

③ 「楽しいことをしよう、他のこともたまにはや
ってみよう。」と声をかけて誘ったり、新しい世
界に飛び込ませたりと視野を広げさせる。

Q6 子どもがスマホ、ゲームばかり
で会話がおろそかになり、対話が
できません。会話をしてもスマホ
画面を見ていて目も合わせず、単
語でしか話しません。スマホを手
放さず、親との会話は０（ゼロ）
に等しいです。どう接すればいい
のでしょうか？

解説

中学生であっても、興味・関心を引くような事象に目を向けられるように背中を押してあげることが必要になります。今
のままで十分、スマホがあれば十分といった固まった考え方から視野を広げてあげることが新しい自己開拓につながります。
そのきっかけや機会は大人側で作り、根気強く提案してきましょう。
近い将来、人工知能（ＡＩ）によってたくさんの情報が提供されるようになります。様々なことがスマホで1台でできるよ

うになる一方で、そのスマホをなくしたり忘れたりすると、何もできなくなってしまいます。スマホが無ければ何もできない
子どもに育ってしまう前に、子どもがたくさんのことに興味・関心を持って視野を広げ、幅広く何事にも対応できるようにし
たいものです。そのために、親自身も自分のフィールドを広げましょう。生き生きした親の姿に子どもは敏感に反応します。
中学生という年代になると、スマホを取り上げたり、諭したりしても手遅れになる場合があります。会話をしなかったり、

コミュニケーションが取れなかったりと、子どもが社会的なつながりを持てないのは、小さいうちからの生活や行動の仕方が
大きく問われています。改善には時間と労力が必要であることを親は認識しましょう。

ベスト

アンサーは③

次へ目次に戻る



ステージ３

ある女子中学生が、下校時の
様子をSNSに投稿した画像です。
この画像から、個人情報が特定
される恐れがある危険なポイン
トを全て見つけて、その数を答
えましょう。

Q７

次へ目次に戻る
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Q7 ある女子中学生が、下校時の様子を
SNSに投稿した画像です。この画像か
ら、個人情報が特定される恐れがある
危険なポイントを全て見つけて、その
数を答えましょう。

解説

一見楽しそうな画像であっても、SNSに投稿してしまうと、
画像から個人情報を読み取り、悪用しようとする人が必ずい
ます。この場合、個人情報が特定される恐れのあるポイント
は次の6点です。

① 学校の制服を着ている
② 後ろに学校指定の運動着を着て部活をしている
③ 胸に校章が入っていた
④ 校門にかすかに学校名が読み取れる
⑤ ミラーに有名なパン屋さんが写っていた
⑥ 電柱に住所と電話番号入りの△△歯科の案内宣伝がある

危険なポイントは

6点です。

個人情報が特定されてしまうことに
より、自宅の周りをうろつく不審人物
が現れたり、ストーカー被害に遭った
り、写真を悪用（合成）されて迷惑な
画像をSNSにあげられたりします。最近
は人工知能（AI）によって写っている
人や場所を解析できる技術開発も進ん
でいるため、個人の特定までに時間を
要さないようです。写真や動画の投稿
について子どもと話し合い、危険性を
共有することが大切です。

次へ目次に戻る



ステージ３
子どものスマホをたまたま見たら、

我が子の普段の書き込みが皆に不快
感を与えたらしく、LINEでいじめに
遭っているような悪口がたくさん書
かれていました。その後は、我が子
の書き込みに対しては、既読スルー
され無視されているようです。どう
対応すればよいでしょうか？

Q８

次へ目次に戻る



① 事実を確認し、ＬＩＮＥの書き込みの消去を
管理会社へ依頼する。不快を与えたらしい書き
込みも含め、子どもとスマホの使い方やネット
モラルについて話し合う。

② 事実を確認し、明らかないじめなので学校で
対応してもらう。相手の親にも連絡する。

③ 自分がされたらどうするかを考えていない相手なの
で、その気持ちを知ってもらうためにも同じように書
き込みをする。ケースバイケース。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

次へ



① 事実を確認し、LINEの書き込みの消去を管理会社
へ依頼する。不快を与えたらしい書き込みも含め、
子どもとスマホの使い方やネットモラルについて話
し合う。

② 事実を確認し、明らかないじめなので学校で対応
してもらう。相手の親にも連絡する。

③ 自分がされたらどうするかを考えていない相手な
ので、その気持ちを知ってもらうためにも同じよう
に書き込みをする。ケースバイケース。

Q8 子どものスマホをたまたま見たら、
我が子の普段の書き込みが皆に不快を
与えたらしく、LINEでいじめに遭って
いるような悪口がたくさん書かれてい
ました。その後は、我が子の書き込み
に対しては、既読スルーされ無視され
ているようです。どう対応すればよい
でしょうか？

解説

① まずは、親子でSNS等での書き込

みのモラルについて話し合うことが
大切です。顔が見えない相手とのや
りとりは、普段の会話以上に気を遣
わなければならないことを教えまし
ょう。一度書き込んだら、拡散され
て消去できないことも教えましょう。
また、悪質な書き込みについてはア
プリの管理者に削除してもらうこと
ができますが、全てを削除すること
は難しいのが現状です。

ベスト

アンサーは①
② いじめかもしれないと思ったときは、その画面をスクリーンショットで
撮影し、証拠として保存しておきましょう。ただし、スマホによるトラブ
ルについては、スマホを与え、管理している親の責任です。学校に全ての
対応を求めることは間違いです。家庭でしっかり話し合うとともに、関係
する子どもの親同士で話し合う場を設け、問題の解決に当たることが大切
です。ただし、学校に相談しておくことで、学校での子どもの様子や友達
関係等を観察してもらうことはできます。LINEトラブルで不登校気味にな
る子もいるので注意しましょう。

③ 相手にやられたからやり返すでは、
何の解決になりません。堂々巡りで
悪化の一途をたどります。

次へ目次に戻る



ステージ３

親自身がスマホの使い方
や機能を理解しないまま子
どもにスマホを与えている
ケースが多く見られます。
スマホの与え方について正
しいものを選びましょう。

Q９
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① スマホの使い方を教えるより、使っている
うちに慣れて色々な使い方を覚えると思われ
る。とりあえず、使ってみることが大切。

② 親がアプリも含めて、実際に使ってみて知
識を身に付けてから子どもに与えるべき。

③ 与えるのは、スマホではなく道徳倫理。

次へ目次に戻る



ベストアンサーは

・

次へ



① スマホの使い方を教えるより、使っているうちに
慣れていろいろな使い方を覚えると思われる。とり
あえず、使ってみることが大切。

② 親がアプリも含め、実際に使ってみて知識を身に
付けてから子どもに与えるべき。

③ 与えるのは、スマホではなく道徳倫理。

Q9 親自身がスマホの使い方や機能を
理解しないまま子どもにスマホを与
えているケースが多く見られます。
スマホの与え方について正しいもの
を選びましょう。

解説

② 子どもにスマホを与えるのであれば、第一に親が身に付けるべきものとしては、各種の設定方法です。

フィルタリング機能、Wi-Fiの自動検知接続OFF機能、スクリーンタイム表示自動電源OFF機能など子ども
を守るための設定ができます。設定を知らなければ、安全機能を設定しないまま預けてしまったり、子ど
もに設定を解除されてしまったりすることもあり、子どものやりたい放題になってしまいます。親が子ど
もにアプリのダウンロードをしてもらったり、使い方を聞いたりしているということもよく耳にします。

③ スマホを与える前に道徳倫理や、ネットモラルなどを身に付けさせるべきです。SNSなどの不特定多数

の人が利用するために情報漏洩等の怖さも教えなければなりません。親自身がしっかりと子どもにスマホ
用語や使い方を説明できるかが鍵です。

ベスト

アンサーは②・③

① 使っているうちに覚えるだろうという考えは安易で
危険です。いろいろ試しているうちに、個人情報が漏
れていたり、悪質なサイトに引っかかったりと、常に
危険な状態でスマホを使用していることになります。

次へ目次に戻る



ステージ３

スマホのメリットと
デメリットを３つずつ
挙げましょう。

Q１０
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Q10 スマホのメリットとデメリットを３つずつ挙げましょう。解説

【メリット? デメリット？】

・ 知りたい情報を即座に得ることができる⇔情報過多で、どの情報を信用すべきか分からない。

・ 連絡ツールとして便利⇔連絡以外の掲示板になっている。

・ 音楽を聴いたり、読書が手近にできる⇔著作権や違法ダウンロードが多い。

・ 自宅や出先で仕事ができる⇔家にこもる、仕事上の情報が持ち出されて危険。
・・・挙げれば切りがありません。
上記のように、スマホ一つでできることは無数にあります。しかし裏を返せばその分危険なリスクが

あることも知っておかなければなりません。利便性の背後にある問題を常に意識し、子どもも親も「ス
マホ廃人」とならないようにしていかなければなりません。これからの予測不能な社会を生き抜くため
には子どもたちに真の「生きる力」を養う必要があります。
どれほど時代が変わろうと、根底で変わらないもの・普遍的なものが必ずあります。優しさや思いや

り、健やかな体、挑戦や努力を続けるたくましさ等、普遍的な子どもの育ちをしっかりと支える基盤は
家庭です。親自身が「スマホ・SNS活用の上級者」となり、スマホやSNSを上手に活用できる子どもを育
てていきましょう。
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何問正解できましたか？
今後もスマホ・SNS活用上級者を目指しましょう

続けて

ステージ１

(幼・保・こども園、小学校低学年
のお子さんをもつ保護者対象）

ステージ2

（小学校中・高学年のお子さんを
もつ保護者対象）

に挑戦する

今回の検定問題の

解説を見る

トップページに戻る

検索

検索
検索

次へ



ステージ１Q&A 解説集

会津版 スマホ・SNS検定

目次にもどる 次へ



Q&A 解説集

会津版 スマホ・SNS検定

ステージ２

目次にもどる 次へ



Q&A 解説集

会津版 スマホ・SNS検定

ステージ３

目次にもどる 次へ
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① テスト等の結果次第のご褒美で
買ってあげる。

② なぜ必要なのかを話し合って
決める。

③ お金がないなどの理由を伝え、
買わない。

Q1 「スマホを買って」と子どもに
せがまれました。親としてどう
対応しますか？

解説

② 「なぜ必要で、どんなときに

使いたいのか」など、目的や使
い方を親子で納得するまで話し
合うのがベストです。子どもに
親が納得するような理由を述べ
させてみてから決めるのも良い
と思います。ただ単に「ゲーム
をしたいから」などという理由
に対し、「ゲームだけなら大丈
夫かな」と安易に与えてしまう
のは避けましょう。通信ゲーム
による長時間使用など、後々の
生活習慣が乱れていくことも考
えられます。

① モノやご褒美でつるのは、今後
も「モノやご褒美を手に入れるた
めに頑張る」と思うようになって
しまいます。

ベスト

アンサーは②

次へ

目次に戻る

③ 親がお金がないと言うのなら、
祖父母に購入をせがんだり、自分
でお小遣いを貯めれば購入しても
良いという思考回路となったり、
「自分のお金で購入したんだから、
口出ししないで！」等、親が管理
できなくなってしまうこともあり
ます。



Q2 スマホのアプリをダウンロード
して子どもに与えます。どんな
アプリをダウンロードすれば良
いでしょうか。

① 子どもの使いたいアプリを試して
から、ダウンロードしてあげる。

② 親がアプリを選択してダウンロー
ドする。

③ 親も子も共有できるアプリをダウ
ンロードする。

解説

③ 親子で共用できるアプリは、親自

身も使い方や内容が分かり、安心でき
ます。音楽や、知能ゲーム、地図アプ
リなどは脳や五感を使ったり、方向感
覚や地図記号、地図の見方が分かった
りなど、実際の社会で使えるのがおす
すめです。散歩途中での不思議や感動
シーンを撮影し、帰宅して子どもと調
べたり、ファイリングしたりする撮影
アプリもおすすめです。子どもと共に
使い、視野を広げましょう。さらに、
ゲームやアプリには「○歳以上」とい
う年齢区分マーク（レーティング）が
表示されますので､ 「年齢に見合って
いるかどうか」を親が判断してあげま
しょう。

② 親が選んで与えた
アプリは、子どもに
とっては興味のない
ものになる場合もあ
ります。子どもと話
し合い有益なものを
上手に活用しましょ
う。

① 子どもにせがまれたアプリを、
無料お試しで内容を確認するのは
良いことです。しかし、無料お試
しではアプリの全貌を見ることは
できません。進めていくうちに課
金されることや、他のサイトのも
のも併用することが条件になるア
プリもあります。事前に親がしっ
かりと情報を集め、判断すること
が大切です。子どもがどんなアプ
リを使い、何をしているか親がし
っかりと把握しなければなりませ
ん。子ども任せはNGです。

ベスト

アンサーは③

次へ目次に戻る



Q3 病院で、図書館で･･･公共の場
で子どもがぐずって泣いて大変で
す。家事中に子どもが泣いて大変
です。こんなときどうしますか？

① 子どもを抱っこしたり、手をつないだり
してスキンシップをとり、話を聞く（話を
する）。

② 子どもの好きなお菓子、おもちゃや絵本
を常備しておく。

③ 静かにさせるためにスマホで「YouTube」
やテレビ等を見せる。

解説

ベスト

アンサーは①

① メディアよりも何よりもおう

ちの人の温かい感触、言葉が子ど
もの安心感と満足感につながりま
す。また、十分な時間を取って話
したり聞いたりするも効果的です。
一緒に散歩する､ 遊ぶなど外に

連れ出して思いっきり体を動かし
てみるのもよいでしょう。

② 一見有効そうに
見えますが､お菓子
を食べ終わったり、
本を読み終わった
りすると再度ぐず
ったり泣き出した
りするなど、一時
的な手段に過ぎま
せん。

③ 幼児期からスマホ等の画面を長
時間注視すると、ブルーライトや
電磁波により目や脳に悪影響があ
ると医学的に報告されています。
子どもは静かになりますが、ぐず
ったり泣いたりすれば「YouTube」
やテレビが見られることを学習し
てしまい、繰り返すようになりま
す。

なぜ今泣くの？ 時間がないのに･･･。そう思っている親の気持ちが子どもに伝わり、子どもは逆に不
安になることがあります。思い切って子どものために時間を取って対応することが、子どもの満足につ
ながり、心の底から子どもを落ち着かせることになります。
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Q4 子どもが勝手に親のスマホをいじり、
不適切動画を見ていました。どう対処
すれば良いでしょうか。

① スマホのパスワード認証、指紋認証、顔認証な
どで管理をする。

② 親のスマホにもフィルタリングを設定しておく。
③ 取り上げる。使わせない。

解説

ベスト

アンサーは②

② フィルタリングは、有害な情

報や間違いアクセスによるトラブ
ルから、子どもを守る機能です。
販売店で「子どもも使用する」こ
とを伝え、フィルタリングの設定
をしてもらいましょう。大人が使
用する際は、フィルタリングの設
定は、簡単にON,OFFすることがで
ができます。契約の切れた端末に
もフィルタリングをしてから子ど
もに与えましょう。通話機能はあ
りませんが、 Wi-Fi環境のあると
ころではネット利用ができます。

① 子どもが親のスマホを
借りて使っているときに、
親のパスワードを変更設
定してしまうことがあり
ます。親は普段、指紋や
顔で認証する方が速くて
便利なので、パワード認
証することが少なくなっ
てきています。パスワー
ドを変更されたことに気
づかないこともあります。
親は子どもが使用する場
合も想定してスマホの管
理の仕方を見直しましょ
う。

③ 取り上げたり、使わせなかっ
たりするのは子どもにとっては
逆効果です。家で使えないなら、
友達の家で使わせてもらう等の
行動に出ます。さらには友達の
スマホを貸してもらうことによ
りトラブルになることもありま
す。規制することより使い方に
ついて話し合いましょう。

次へ目次に戻る



Q5 寝る前にスマホをリビングに置いてお
いたのに、子どもが夜中に布団の中でス
マホでゲームをしていました。親はどう
すればよいでしょうか。

① スマホを取り上げて叱る。
② 毎日親子で一緒に寝るようにする。
③ とりあえず就寝させ、翌日にスマホ利用等
についてのルールを再確認し合う。

解説

ベスト

アンサーは③

③ 家庭で決めたルールを何度

も繰り返し再確認することが大
切です。子どもは忘れやすいの
で、ルールをリビングや子ども
部屋など、目に付くところに張
り出しておきましょう。また、
睡眠の重要性について話をして
あげるのも効果的です。

② 小さいうちには本の読
み聞かせなどをしながら
眠りにつくなどは、親の
温もりが感じられ心が安
定します。しかし、年齢
が上がるにつれて一緒に
寝る機会も減ってきます。
親が隣にいなくても、自
己管理ができるように生
活習慣を整えていくこと
も必要になってきます。

① スマホを取り上げて就寝させ
れば、いったん事態は収まりま
すが、その日限りの対応で長続
きしません。また、親がゲーム
機をしっかりと管理することも
重要です。子ども任せにしたり、
管理が甘くなったりしていない
か確認すると共に、親子でルー
ル作りをしましょう。

次へ目次に戻る



Q6 「無料」とうたっているオンラインゲー
ムで子どもが遊んでいる間に、アイテム
が有料であることに気付かず購入してし
まったため、高額の料金を請求されてし
まいました。こんな時どうしますか？

① 料金の支払いについて、消費生活センターや
アプリ運営会社に相談する。

② あきらめて、料金の支払いをする。
③ 未成年の契約なので、料金は支払わなくても
よい。

解説

① 高額請求があった場合は、すぐに消費生活セ

ンターやクレジット会社、アプリ運営会社に連絡
し、「未成年の子どもが勝手に課金した」ことを
伝え、支払いの取り消しを申し出ましょう。全額
返金、一部返金、返金されないなど様々なケース
があります。いずれにしても課金トラブルになら
ないための予防策が大切です。子どものスマホの
利用状況を把握するために、ペアレンタルコント
ロールを活用しましょう。例えば、子どもがスマ
ホでゲームをする場合、保護者のスマホで、子ど
もの日々のプレイ状況を確認したり、プレイする
時間の長さや時間帯の調整、課金の制限等を行っ
たりすることができます。子どもの使用状況に応
じて上手に活用しましょう。

③ 請求をそのままにしておくと
利息が付きどんどん料金が膨ら
んでしまいます。まずは①のよ
うに連絡・相談をしましょう。

② 子どもにはまず、「課金とは何か」というところから
話してみてはいかがでしょうか。ゲーム課金すべてが悪
いのではなく、課金したお金の出所が、親が働いて得た
お金の場合は、「それっていいのかな？」と子どもに質
問してみてください。子どもが親の承諾を得ず課金する
ことは、親のお金を勝手に使うことと一緒であることを
子どもに伝えて、今後の課金のルールについて親子で互
いに意見を出し合い、子どもも納得できるように決めて
いきましょう。その使い方がふさわしいか、話し合って
みましょう。

ベスト

アンサーは①

次へ目次に戻る



Q7 ある日、先生から、「最近眠そう
にしている。外でもあまり遊ばなく
なり、給食や弁当もあまり食べなく
なった。」と電話が来ました。こん
なときどうしますか？

① 具合が悪いかもしれないので症状を
確認して病院に連れて行く。

② １日の行動を観察し、その原因を取り
除くように親子で話し合って考える。

③ 2、3日休ませて、体調を回復させる。

解説

ベスト

アンサーは②

風邪等の症状もない場合には②のように何が原因である

のか観察する必要があります。 １日の行動観察の中でスマ
ホやネット利用の時には元気であれば、スマホやネット依
存による影響が疑われます。ゲームを終わらせるタイミン
グが分からず長時間利用している場合は要注意です。生活
習慣の乱れや睡眠不足は、健康や学習に様々な影響が出て
きます。 少しずつでいいので、週に1回、2回、1日置きと、
早く寝て、翌朝“早起きトーク・運動”をするという生活
習慣の改善をしてみましょう。もちろん、子どもだけでは
できないので、親も一緒に行いましょう。いざというとき
に実力を発揮できなかったり体調を崩したりして後悔しな
いよう、自制する力を小さいうちから育てましょう。

①や③のように、念のため病気を疑
い、病院で診察してもらうことも必要
かもしれません。

次へ目次に戻る



Q8 国立成育医療研究センターで行った親子
関係のアンケートでは「家族といるのがあ
まり楽しくない」「楽しくない」と答えた
子どもが70％でした。その理由は？

① 休日にインターネットを長時間使う親の割合が
大きく、子どもと遊ばずに部屋に引きこもってい
るから。

② 親は携帯電話やスマートフォンを使用しながら
私と話す。目を合わせて会話しないから。

③ 一緒に遊んでくれないし、怒ってばかりいるか
ら。

解説

ベストアンサーは

すべてです

スマートフォン、タブレットはとても便利で画期的なツールです。アプリを
通じてたくさんのコンテンツにアクセスできるので、新しいことを学ぶ機会を
与えてくれます。しかし、一方では電車内や病院の待合室等でのスマホ使用率
は90％以上という調査結果もあり、依存症になる大人も多いと言われています。
幼い子どもを持つ親なら、子どもにスマートフォンなどの依存症になってほし
くないと思っていることでしょう。スマートフォンを長時間使用しすぎると身
体的影響だけでなく、学力が低下するという調査結果も出ています。
子どもに「スマホやゲームはダメ」と言う前に、親が自分自身を変えるよう

努力し、親として子どもの模範となる姿を子どもに見せ、改善していくことの
方が大切ではないでしょうか。子どもは親をよく見ています。親として成長す
るチャンスだと思い、「共育」を実践してみましょう。

次へ目次に戻る



① 自分でお金を貯めて買いなさいと言う。
② あと２、３年したら与えるなど、時期
を明示して納得させる。

③ なぜ必要なのか、何がしたいのか話し
合う。

Q1 「みんな持っているからスマホを
買って」と子どもにせがまれまし
た。親としてどう対応しますか。

解説

③ 「なぜ必要で、どんなときに

使い、何がしたいのか」など、
目的や使い方を親子で納得する
まで話し合うのがベストです。
子どもに親が納得するような理
由をプレゼン（発表）させてみ
てから決めるのも良いと思いま
す。ただ単に「LINEを使いたい
から」などという理由に対し、
「LINEは無料だし大丈夫だろう」
と安易に与えてしまうのは避け
ましょう。LINEアプリの正しい
使い方を知らなければ、後々ト
ラブルになることは目に見えて
います。

① 親に負担をかけずに自分で
お小遣いを貯めれば本体を購
入しても良いと思ってしまい
ます。契約や月々の使用料を
払うのは親であることも教え
るべきでしょう。「自分のお
金で購入したんだから、口出
ししないで！」と管理が難し
くなるケースもあります。

② 「与える時期が早いだけ」と
子どもが認識してしまいがちで
すが、与える時期が来るまでの
間、スマホの使い方や危険性、
ルール作りを行い、親子で十分
に学習しておきましょう。

ベスト

アンサーは③

スマホ等は子どもだけでは
契約できません。与えるのは
親です！与えた責任が親に
ものしかかってきます。

次へ目次に戻る



① 親子で決めたルールについて再確認する。
② 取り上げてゲームやスマホをやめさせる。
③ 一定の使用時間で電源OFFとなる設定を
する。

Q２ 親の知らないところでオンライン
ゲームをしているようです。部屋に
引きこもってばかりいて心配です。
親としてどう対応しますか。

解説

① スマホを与えると決めたのなら、

親子できっちりとルール作りをし
ましょう。うやむやにしたり、ち
ょっとだけならなどと甘い管理を
するのはやめましょう。子どもは
「この前は良かったのに」などと、
親の対応の曖昧さを指摘しようと
します。親も毅然とした態度が必
要です。

② 取り上げたり、使わせなかったりするのは子どもに
とっては逆効果です。スマホを探し回ったり、親のス
マホをバレないように使ったりと、悪知恵を働かせる
ようになります。また、友達に借りることによってト
ラブルも生じます。規制することにより子どもの不満
やイライラは強くなります。きちんと納得するまで、
何が悪いのか、どうすれば良かったのか等、具体的に
話し合いましょう。

③ 一見有効に見えますが、子どもは大人が思っている以上に、
スマホを使いこなします。 簡単に電源OFF機能を解除してし
まいます。通信機器を使いこなす方法について子どもが情報
交換し合い、その技術を身に付けています。そのスピードと
技術は親がびっくりするくらいです。一時的な解決策である
ことを理解しておきましょう。※ペアレンタルコントロール
するのも一つの良い方法です。
※ ペアレンタルコントロールは、子どものスマホやタブレット、ゲーム機の利用
状況を保護者が把握したり、安全管理を行ったりする 仕組みです。

ベスト

アンサーは①

次へ
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① フィルタリングをかけると全てのサイトが
見られなくなる。

② フィルタリングの設定や解除は購入店でも
親でもできるが、購入時限りである。

③ フリーのWi-Fiを使うとフィルタリングが
機能しない。

Q３ 子どもがスマホを使用する際に、有害
なサイトへのアクセスをブロックしてく
れる「フィルタリング」について、正し
く説明しているものを選びましょう。

解説

③ フリーのWi-Fiは、せっかくのフィル

タリングの機能が使えなくなってしまい
ます。子どもたちはその情報を知ってい
ます。ファーストフード店やコンビニに
群がっているのはフィルタリング機能を
外すためです。フリーWi-Fiは、たくさ
んの人が利用しているため、自分の情報
が盗まれることがあることを子どもに教
えましょう。

① フィルタリングには年齢段階などに合わせたいくつ
かの種類があり、一部のサイトだけを使えるようにす
る「カスタマイズ」ができる機能もあります。上手に
フィルタリングをかけることで、子どもに安心な情報
を提供できます。また、フィルタリングをしたスマホ
は保護者が簡単にON・OFFできるので、保護者のスマホ
にも設定しておいた方がよいでしょう。フィルタリン
グの解約は保護者の同意が必要です。

② 保護者が不要と申し出た場合を除き、「青少年イン
ターネット環境整備法」という法律で、18歳未満の青
少年が使う携帯電話サービスには原則として購入店で
フィルタリングを付けなければならないことになって
います。なお、フィルタリングは何度でも設定・解除
できます。

ベスト

アンサーは③

次へ目次に戻る



① 悪口がかかれた掲示板やアプリを削除する。
② 学校に相談し、相手の家庭に連絡して指導・
謝罪してもらう。ネット利用について学校で
指導をしてもらう。

③ 書き込まれた証拠をスクリーンショットで
撮影して残し、掲示板やアプリの管理者に
連絡して削除してもらう。

Q4 自分の子どもが「ネットいじめ」の被害
に遭っていることを知りました。ネット上で
の悪口の書き込みや、仲間はずれなどがある
ようです。親としてどう対応しますか？

解説

③ 2013年に制定された「いじめ防止対

策推進法」では、学校等でいじめ対策
を行うことを義務づけています。いじ
めにはネットいじめも含まれています。
ネットいじめに遭った場合は、証拠を
残すためにスクリーンショットを撮っ
ておくことが大切です。量が多い場合
は、その画面をスクロールしていると
ころの動画を撮っておきましょう。
また、管理元に書き込みの削除を求

めた場合はその日付けで削除されます
が、以前に拡散されてしまっている場
合の削除は難しいです。

① 子どものスマホの掲示板やアプリを削除した
だけでは問題の解決になりません。一度アップ
された言葉や画像は世界中に拡散されると言っ
ても過言ではありません。最小限の拡散で食い
止めるには管理元に連絡し、書き込みを削除し
てもらうことが必要です。

② 明らかないじめであることとして対応しても
らうことは大切です。しかし、学校任せにする
のではなく家庭でスマホの使い方やモラルにつ
いてしっかり話し合いましょう。また、いじめ
に遭ったお子さんに寄り添いながら心のケアに
努めることも大切です。

ベスト

アンサーは③

次へ目次に戻る



① ネットモラルについて学習する。やっては
いけないルール等を親同士でしっかり話し合
う。

② グループから退出する。関わらないように
して静観する。

③ アップされた写真は削除する。

Q5 スポ少や習い事、PTAの委員等で親同士

のトラブルが多発（SNSに勝手に写真をアッ
プした、LINE外しがある等）しています。

どう対処しますか？

解説

① 子どものスマホ問題の前に、親自身がス

マホやSNSのモラルについて学びましょう。
便利なアプリ等に目が行きがちですが、一
つの行動が法に触れることもあります。
また、スポ少やグループ等で、スマホや

SNSを利用する際に、やってはいけないこと
等についてしっかりと話し合い、ルール化し
ておくことも大切です。

② 退出することによってその状況からは逃
れることができます。しかし、人と人との
つながりまで断つことのないように、顔を
合わせて話す、伝える等のコミュニケーシ
ョンをとることが大切です。

③ 子どもの写真は悪用されやすい
ことをしっかりと親同士で共通理
解を図りましょう。画像を合成さ
れて、フェイク画像を作り上げら
れることもあります。アップした
サイトの管理元に削除を依頼しま
しょう。親の「楽しかった。かわ
いい。」などという理由で安易に
子どもたちの画像をアップするこ
とは犯罪につながるリスクがある
ことを理解しておきましょう。勝
手に他人の顔写真等をネットに公
開することは肖像権の侵害となり
ます。

ベスト

アンサーは①

次へ目次に戻る



① 情報を提供してくれた人が正直な人かどう
かを調べることを教える。

② 一番はじめに発信した発信元を見極めるよ
うにすることを教える。

③ ネット情報だけでなく、新聞やニュース等
のＳＮＳ以外の情報と照らし合わせることを
教える。

Q6 子どもが、ネットで検索した嘘（フェイク
ニュース）情報をそのまま信じてしまいます。
そのために親の言うこともなかなか聞かなく
なってきました。ネット情報にだまされそう
で心配です。子どもにどんな対応をすればよ
いか正しいものを選びましょう。

解説

③ 虚偽のニュースがSNSで流され「大変だ！ みんなに

教えなくちゃ！」と思ったときほど落ち着いて周りの
大人に確認や相談するようにアドバイスをしましょう。
また、その情報が正しいのかどうか新聞やＴＶで照ら
し合わせてみるように助言することも大切です。落ち
着いて情報の真偽を確かめる態度を育てることが情報
も信頼性も見極める力を育てることにつながります。

② フェイクニュースには、誹謗・中傷、相手をおとし

めることを目的とした投稿を含むことがあります。子
どもはすぐにフェイクニュースを信じてしまう傾向に
あります。最初の発信元以外の人は、その情報に感情
等の尾ひれを付けて発信することが多いので信頼性が
あまりないことを教えましょう。

① 正直かどうかを調べる術がありません。
外見で判断することや思い込みだけの判断
はやめさせましょう。

ベスト

アンサーは③・②

※ 災害時にはフェイクニュースが流れることによって
人々はパニック状態に陥り、救助活動に支障をきたし
ます。このように、フェイクニュースの拡散は多くの人
に思わぬ悪影響を与えることにつながる恐れがあるこ
とを確認しましょう。

次へ目次に戻る



① あきらめて料金の支払いをする。
② 未成年の契約なのでクーリングオフ制度を
使って手続きする。

③ 消費生活センターに相談し、料金の支払い
について調べ、子どもと話し合う。

Q７ 親に内緒で祖父母のスマホを使って課金
していたり、ゲームアプリ内のコインが実
際の課金とは知らずに購入していたりした。
翌月にはゲーム会社から18万円の請求が

きました。このとき、親の取るべき行動は？

解説

③ すぐに、消費生活センターに料金支払いの

対応方法について相談しましょう。またゲー
ム会社には「未成年の子どもが勝手に課金し
た」ことを伝え、支払いの取り消しを求めま
しょう。支払いの取り消しが認められること
もありますが、全額、半額、一部返金などの
様々なケースがあります。また、解決に3ヶ
月以上の時間を要したケースもあります。

① 料金を支払うことは家庭の判断ですが、
その後の子どものスマホの使い方につい
て、よく話し合いをすることが大切です。
同じ過ちを繰り返さないようにさせまし
ょう。

ベスト

アンサーは③

※ 親のクレジット情報がスマホ内に残っているときに、課金トラブル
の被害が多いようです。初めのうちは100円、200 円と少額だった
のに、金銭感覚が麻痺し、数日もたたないうちに1000 円、2000 円
単位の購入になり、最終的には、9800 円のゲームアイテムを平気
で購入していたという事例がありました。パスワードは親に関係し
そうな番号を入れたらヒットしたそうです。

② ゲームの課金についてはクーリングオフ
制度は使用できません。いずれにしても、
消費生活センターやゲーム会社、クレジッ
ト会社に問い合わせましょう。

次へ
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① 親子で一緒に遊ぶなど、体を動かす時間を
意識して設け、触れ合う。

② スマホを取り上げて使用を中止し、さらに
お小遣いを減らす。

③ 気が済むまで親子一緒にゲームで盛り上が
り思う存分やらせて、満足感を与えて気力を
アップさせる。

Q8 スマホを持たせてから明らかに健康に影響
が出はじめました。外遊びがなく肥満傾向、
視力低下、偏頭痛等を訴える子どもが増えて
います。健康的な生活を送るためにどうすれ
ばよいか、正しいものを選びましょう。

解説

① スマホやネット利用により、子ども

の成人病が増えていることがベネッセ
の調査により明らかになっています。
ネットやスマホを使用することは視野
が広がる等良い面もあります。しかし、
小学生の段階では視野を広げるための
使い方ではなく、自分の興味・関心や
ゲーム等だけに使用する傾向にありま
す。親がスマホの有効活用を教えるだ
けでなく、子どもと一緒に○○する、
誘うといった働きかけが大切です。ネ
ット以外に素晴らしい世界があること
を体感させましょう。

② 規制することは逆効果の場合もあります。保護者の
関わり方が大切です。親もスマホを使わない。一緒に
いるときは一緒にできることをするなど、まずは親自
身の意識を変えましょう。

ベスト

アンサーは①

③ 気が済むまでゲームをやらせた後は、子どもの行動
は二極化します。「もう飽きた」といって遠ざかるか、
「もっともっとやりたい」とのめり込むかです。飽き
てもまた、時間が経てば元通りになるかもしれません。
ベストな解決策とは言えません。

次へ

目次に戻る



① スマホの使用を禁止する。
② スマホを取り上げ、メール等の内容を
確認し、親が返信して対応する。

③ 今の状況を把握し、何が問題になって
いるのかを親子で話し合う。

Q９ SNSで知り合った友達と、オンライン
ゲームをしたり、会話をしたりしていま
した。数日後、親にこそこそしながら
会話やメールをしています。「会う」、

「プリペイドカード」などの言葉が聞こえ
ました。子どもにどう対応しますか？

解説

SNSで多くの人と容易につながることができ
るようになりました。共通の趣味を持った人や
新しい友人を見つけやすい時代になった反面、
トラブルが多く起きています。トラブルになる
前の対策が一番大事ですが、万が一トラブルに

なっているようなら、③のように今の状況を
確認します。そして、SNSで知り合った人は顔
が見えない相手なので、いくらでも嘘の情報が
流せる、人をだませることをしっかり理解させ
ることが大切です。また、SNSトラブルの事例
（なりすまし詐欺、プリベイトカード詐欺、出
会い系の詐欺、誘拐、監禁等）も挙げて説明し
ましょう。

① 一時的にトラブルは回避されて
も、何が悪かったのか、原因は何
だったのかをしっかり子どもに理
解させなければまた同じ過ちを繰
り返すことになります。

ベスト

アンサーは③

② 子どもが恐喝まがいの被害に遭っている
場合は、親が対処するよりも警察に相談し
た方がよいケースもあります。トラブルが
深刻化する前に親が子どもの変化に気づき、
初期の段階で対応していくことが大切です。
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① ルールを破ったときの厳罰化を付け加え
て守らせる。

② ルールを再確認して、目立つところに掲
示しておく。

③ 親子で話し合い、年齢に合わせてルール
を見直し、修正していく。

Q10 小さい頃に親子で決めたスマホ・SNSの
ルールを守らなくなってきました。どうす
ればよいでしょうか。

解説

③ 親子で話し合ったルールも、年齢が上

がるにつれて内容を見直していく必要が
生じてきます。中学生になると、学校の
課題で調べものをする都合上、使用時間
が延びることもあります。スマホやPCの
オンラインで課題の提出がある場合もあ
ります。それは仕方がないことです。
親子で発達段階に合わせたルールを定

期的に見直し、修正していくことがベス
トです。

① ルールを破ったときは、罰を与えるのではなく、なぜ
そうなってしまったのか、そして、それは今後どうした
ら改善できるのかを話し合う方がベストです。子ども
にとって、よりよい行動をするための具体的なヒントと
なります。

ベスト

アンサーは③

② 旧ルールでなく、修正後の新ルールを掲示しましょう。
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① 時代と共にスマホは必要になるので、購入するが、
ルールと罰を決め、例外はないことを話し合う。

② 「なぜ必要なのか、何に使うのか」等、しっかり
と話し合う。話し合った結果、目的や理由が明確で
ない場合は購入しない。購入する場合はルールを一
緒に話し合う。

③ テスト、大会等で結果を出したら買うことを約束
する。

Q1「入学祝にスマホを買って」
と子どもにせがまれました。
親としてどう対応しますか？

解説

② 「なぜ必要で、どんなときに使いたい

のか」など、目的や使い方を親子で納得
するまで話し合うのがベストです。子ど
もに親が納得するような理由を明確に説
明することを求めても良いでしょう。

① 社会の急速な変化にスマホは必要に
なってきます。しかし、ネットモラル
についてしっかりと理解していない場
合は預けるべきではありません。ルー
ルや罰を決めても子どもは簡単にすり
抜けます。また、厳罰化も子どもにと
っては不満やストレスとなります。
しっかり親子で話し合いましょう。

③ 良い解決策とはいえません。最近は、子
どもへの「ご褒美」にスマホを与えたり、
スマホの使用時間等を増やすいわゆる「プ
レゼント保護者」が増加しています。もし
かしたら、親自身が子どもにプレゼントを
することで、「良い親」を演じ、自分は良
い親だと思い込んでいるのかもしれません。

ベスト

アンサーは②
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① 自転車で車道を通っていたし、スピードも出し
ていないし、わざとではないので謝れば大丈夫。

② 中学生なので親の責任となる。
③ 本人も親にも責任があり、治療費や損害賠償請
求があったり、罪に問われたりする。

Q3 自転車に乗りながら「ながら
スマホ」をしてしまい、うっか
り人や物にぶつかってしまいま
した。親はどんな責任を負うで
しょうか？

解説

③ 民事事件として治療費や損害賠償を求

められ、けがの内容等に応じて数万円～
数十万円の請求があるのが通常です。し
かし、相手を死亡させた場合については、
数千万円から１億円を超える判決例もあ
ります。また、刑事事件として過失致死
傷等の責任を負う可能性があります。日
頃から公の場でのスマホの使い方につい
て、子どもにも例を挙げながら話し、事
故防止に努めましょう。

① 自転車の「ながらスマホ」等が厳罰化されまし
た。また、相手にけがをさせた場合や物損被害を
出してしまった場合は、罪に問われたり、損害賠
償を求められたりする場合があります。

ベスト

アンサーは③

② 民法の、損害賠償では、未成年であ
れば子どもは責任を取れないため、親
の監督責任となります。また、刑法で
は14歳 以上であれば、過失傷害罪等
に問われる場合があります。
さらに、道路交通法では、自転車の

「ながらスマホ」は５万円以下の罰金
が課せられることがあります。
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① 自転車で車道を通っていたし、スピードも出し
ていないし、わざとではないので謝れば大丈夫。

② 中学生なので親の責任となる。
③ 本人も親にも責任があり、治療費や損害賠償請
求があったり、罪に問われたりする。

Q3 自転車に乗りながら「ながら
スマホ」をしてしまい、うっか
り人や物にぶつかってしまいま
した。親はどんな責任を負うで
しょうか？

解説

③ 民事事件として治療費や損害賠償を求

められ、けがの内容等に応じて数万円～
数十万円の請求があるのが通常です。し
かし、相手を死亡させた場合については、
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ります。また、刑事事件として過失致死
傷等の責任を負う可能性があります。日
頃から公の場でのスマホの使い方につい
て、子どもにも例を挙げながら話し、事
故防止に努めましょう。

① 自転車の「ながらスマホ」等が厳罰化されまし
た。また、相手にけがをさせた場合や物損被害を
出してしまった場合は、罪に問われたり、損害賠
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アンサーは③

② 民法の損害賠償では、未成年であれ
ば子どもは責任を取れないため、親の
監督責任となります。また、刑法では
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「ながらスマホ」は５万円以下の罰金
が課せられることがあります。
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① まずは、スマホのルールを確認する。ルールがな
ければ話し合ってルール作りをする。

② いつ何時でも相手のことを考えずにメール等をす
る友達は、お互いに本当の友達として良いのか考え
させる。

③ スマホの長時間使用は明らかに学力低下につなが
るといった調査結果があるので、その資料を見せな
がら話し合う。

Q4 生活リズムが乱れるほど深夜までの
友達へのメール、LINEのやりとりが際
限なく続いています。しかも、なかな
か抜け出せないらしく、昼夜逆転気味
です。子どもの生活を通常に戻すため
に親としてどうしますか？

解説

そもそもスマホを子どもに与えたのは親です。生活の乱れ、学習を
しなくなる恐れ、スマホ依存、健康被害等のリスクを考え、それを回
避できると考え、判断した上で与えたと思います。しかし、現実は親
がスマホを与えっぱなしで、管理もせずに事が重大になってから慌て
るというケースが少なくありません。事が大きくならないように対策
をすることが大切です。そのために、子どもと一緒にルールを作り、
必要に応じて話し合いや修正を重ね、ルールを見直すことが大切です。
また、「その時間を使ったら他にどんなことができるだろう？」と投
げかけてみましょう。そして、一緒に考えましょう。例えば、「1日の
中でLINEのやりとりを30分止めれば、1ヶ月では15時間にもなります。

15時間あったらゲームやスマホ以外で何ができるかな」と具体的な数
字を示しながら話し合うことがとても効果的です。

ベスト

アンサーはすべて
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① 相手は女の子と言うけれど、本当に女の子かどうかは分
からない。なりすましている可能性もある。今までのやり
とりの中で、暴力的な発言や下品な発言があったのなら、
今後の連絡を止め、親に伝えること。

② 親の同意なくＳＮＳで知り合った友達に会いに行っては
いけない。

③ ハンドルネームでやりとりをし、自分の名前はもちろん、
住んでいる地域や年齢など、個人情報の特定につながるこ
とは教えない。

Q5 子どもが実際には会ったこ
とがないＳＮＳ上の女の子の
友達がいるようです。子ども
に伝えることとして当てはま
るものを選びましょう。

解説

この事例では、親が子どもにスマホを預けたままにし、使用アプリやその内
容をチェックしていなかったために、危険な状態になっている事が分かります。
被害者とならないために、様々なリスクを想定し、正しい判断ができるように
何度も繰り返し事例を挙げながら子どもと話し合いましょう。
「未成年者の携帯電話・スマートフォン利用実態調査2019年」（情報セキュ

リティーメーカー デジタルアーツ社 ）の3～18歳未満の子どもを対象にした
結果によると、SNSの利用率は全体で89.9％であり、最も高いのは中学女子で
97.1％です。ネット上の友達がいるとの回答は40.1％で年々ポイントが上昇し
ています。その中で、「ネット上で話すうちに信用できると感じた」と答える
中学生が最も高く73.0％です。被害者となってしまう中学生のネット上の事件
は、「個人情報の漏洩」が43.5％で最も多く、その結果ストーカーされた事例
もあります。他にアカウントを乗っ取られる、自分や友達の写真や動画を投稿
される、写真を送らせられる、脅迫される、拉致、乱暴等も報告されています。

ベスト

アンサーはすべて
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① もうこの年代になると手遅れなのであきらめる。
きっと思春期が終わったら対話できるようになる
だろうから今はそっとしておく。

② ルール作りをしたにもかかわらず平気でルール
を破っているので、スマホを取り上げる。

③ 「楽しいことをしよう、他のこともたまにはや
ってみよう。」と声をかけて誘ったり、新しい世
界に飛び込ませたりと視野を広げさせる。

Q6 子どもがスマホ、ゲームばかり
で会話がおろそかになり、対話が
できません。会話をしてもスマホ
画面を見ていて目も合わせず、単
語でしか話しません。スマホを手
放さず、親との会話は０（ゼロ）
に等しいです。どう接すればいい
のでしょうか？

解説

中学生であっても、興味・関心を引くような事象に目を向けられるように背中を押してあげることが必要になります。今
のままで十分、スマホがあれば十分といった固まった考え方から視野を広げてあげることが新しい自己開拓につながります。
そのきっかけや機会は大人側で作り、根気強く提案してきましょう。
近い将来、人工知能（ＡＩ）によってたくさんの情報が提供されるようになります。様々なことがスマホで1台でできるよ

うになる一方で、そのスマホをなくしたり忘れたりすると、何もできなくなってしまいます。スマホが無ければ何もできない
子どもに育ってしまう前に、子どもがたくさんのことに興味・関心を持って視野を広げ、幅広く何事にも対応できるようにし
たいものです。そのために、親自身も自分のフィールドを広げましょう。生き生きした親の姿に子どもは敏感に反応します。
中学生という年代になると、スマホを取り上げたり、諭したりしても手遅れになる場合があります。会話をしなかったり、

コミュニケーションが取れなかったりと、子どもが社会的なつながりを持てないのは、小さいうちからの生活や行動の仕方が
大きく問われています。改善には時間と労力が必要であることを親は認識しましょう。

ベスト

アンサーは③
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Q7 ある女子中学生が、下校時の様子を
SNSに投稿した画像です。この画像か
ら、個人情報が特定される恐れがある
危険なポイントを全て見つけて、その
数を答えましょう。

解説

一見楽しそうな画像であっても、SNSに投稿してしまうと、
画像から個人情報を読み取り、悪用しようとする人が必ずい
ます。この場合、個人情報が特定される恐れのあるポイント
は次の6点です。

① 学校の制服を着ている
② 後ろに学校指定の運動着を着て部活をしている
③ 胸に校章が入っていた
④ 校門にかすかに学校名が読み取れる
⑤ ミラーに有名なパン屋さんが写っていた
⑥ 電柱に住所と電話番号入りの△△歯科の案内宣伝がある

危険なポイントは

6点です。

個人情報が特定されてしまうことに
より、自宅の周りをうろつく不審人物
が現れたり、ストーカー被害に遭った
り、写真を悪用（合成）されて迷惑な
画像をSNSにあげられたりします。最近
は人工知能（AI）によって写っている
人や場所を解析できる技術開発も進ん
でいるため、個人の特定までに時間を
要さないようです。写真や動画の投稿
について子どもと話し合い、危険性を
共有することが大切です。
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① 事実を確認し、LINEの書き込みの消去を管理会社
へ依頼する。不快を与えたらしい書き込みも含め、
子どもとスマホの使い方やネットモラルについて話
し合う。

② 事実を確認し、明らかないじめなので学校で対応
してもらう。相手の親にも連絡する。

③ 自分がされたらどうするかを考えていない相手な
ので、その気持ちを知ってもらうためにも同じよう
に書き込みをする。ケースバイケース。

Q8 子どものスマホをたまたま見たら、
我が子の普段の書き込みが皆に不快を
与えたらしく、LINEでいじめに遭って
いるような悪口がたくさん書かれてい
ました。その後は、我が子の書き込み
に対しては、既読スルーされ無視され
ているようです。どう対応すればよい
でしょうか？

解説

① まずは、親子でSNS等での書き込

みのモラルについて話し合うことが
大切です。顔が見えない相手とのや
りとりは、普段の会話以上に気を遣
わなければならないことを教えまし
ょう。一度書き込んだら、拡散され
て消去できないことも教えましょう。
また、悪質な書き込みについてはア
プリの管理者に削除してもらうこと
ができますが、全てを削除すること
は難しいのが現状です。

ベスト

アンサーは①
② いじめかもしれないと思ったときは、その画面をスクリーンショットで
撮影し、証拠として保存しておきましょう。ただし、スマホによるトラブ
ルについては、スマホを与え、管理している親の責任です。学校に全ての
対応を求めることは間違いです。家庭でしっかり話し合うとともに、関係
する子どもの親同士で話し合う場を設け、問題の解決に当たることが大切
です。ただし、学校に相談しておくことで、学校での子どもの様子や友達
関係等を観察してもらうことはできます。LINEトラブルで不登校気味にな
る子もいるので注意しましょう。

③ 相手にやられたからやり返すでは、
何の解決になりません。堂々巡りで
悪化の一途をたどります。
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① スマホの使い方を教えるより、使っているうちに
慣れていろいろな使い方を覚えると思われる。とり
あえず、使ってみることが大切。

② 親がアプリも含め、実際に使ってみて知識を身に
付けてから子どもに与えるべき。

③ 与えるのは、スマホではなく道徳倫理。

Q9 親自身がスマホの使い方や機能を
理解しないまま子どもにスマホを与
えているケースが多く見られます。
スマホの与え方について正しいもの
を選びましょう。

解説

② 子どもにスマホを与えるのであれば、第一に親が身に付けるべきものとしては、各種の設定方法です。

フィルタリング機能、Wi-Fiの自動検知接続OFF機能、スクリーンタイム表示自動電源OFF機能など子ども
を守るための設定ができます。設定を知らなければ、安全機能を設定しないまま預けてしまったり、子ど
もに設定を解除されてしまったりすることもあり、子どものやりたい放題になってしまいます。親が子ど
もにアプリのダウンロードをしてもらったり、使い方を聞いたりしているということもよく耳にします。

③ スマホを与える前に道徳倫理や、ネットモラルなどを身に付けさせるべきです。SNSなどの不特定多数

の人が利用するために情報漏洩等の怖さも教えなければなりません。親自身がしっかりと子どもにスマホ
用語や使い方を説明できるかが鍵です。

ベスト

アンサーは②・③

① 使っているうちに覚えるだろうという考えは安易で
危険です。いろいろ試しているうちに、個人情報が漏
れていたり、悪質なサイトに引っかかったりと、常に
危険な状態でスマホを使用していることになります。
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Q10 スマホのメリットとデメリットを３つずつ挙げましょう。解説

【メリット? デメリット？】

・ 知りたい情報を即座に得ることができる⇔情報過多で、どの情報を信用すべきか分からない。

・ 連絡ツールとして便利⇔連絡以外の掲示板になっている。

・ 音楽を聴いたり、読書が手近にできる⇔著作権や違法ダウンロードが多い。

・ 自宅や出先で仕事ができる⇔家にこもる、仕事上の情報が持ち出されて危険。
・・・挙げれば切りがありません。
上記のように、スマホ一つでできることは無数にあります。しかし裏を返せばその分危険なリスクが

あることも知っておかなければなりません。利便性の背後にある問題を常に意識し、子どもも親も「ス
マホ廃人」とならないようにしていかなければなりません。これからの予測不能な社会を生き抜くため
には子どもたちに真の「生きる力」を養う必要があります。
どれほど時代が変わろうと、根底で変わらないもの・普遍的なものが必ずあります。優しさや思いや

り、健やかな体、挑戦や努力を続けるたくましさ等、普遍的な子どもの育ちをしっかりと支える基盤は
家庭です。親自身が「スマホ・SNS活用の上級者」となり、スマホやSNSを上手に活用できる子どもを育
てていきましょう。
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